
8  蹄の閉垂肖群青梓による後代訴査  

（Ⅰ） 自レグB系統55 T－7家系把ついて  

名 倉 清 一一  斉 藤 季 彦  

斉 藤 伝 書  

は じ め に   

当場種勤ま、昭和58年までは白レクA．B．C．Dの4系享際、ロードⅩ．Pの2系統、横班  

ロブク、ニューノ、／ブシヤー、ホワイトコーニッシュ、ホワイトロック穏各1系統の計10系統   

をもち、自レタは相反反移株捧背稀に基づく改良育種を進め、その他の品種は系統繁殖により改   

良を進めてきたが、外国潟の急速な進出把対処するため、昭和58年国において、全国都道府県  

鰹簿関係他の和親（白レク）から優良家系を抽出し、囲および地方を通じての園内賜の綜合育  

種計画がたてられた。  

当場白レタB系統さ5T－7家系も卵教系の優良家系として裸定されたので、昭和59年皮よ  

り系統および品種を整理し、8系統の増厨を計り、昭利り〔年度には米匠ブレンダー農場より臼  

レクの卵重系を輸入し、兼用種はロードP系統のみとし、この5系親を乗点的に改長育種サるこ   

とになった。なお、このト系統は全国区および東日本地区の乗用郡生産のための組合せ検定の芸⊆   

礎系統となったので、系統の規辞も拡大し、改良育挿の方法も閉鎖許否稽K切替、それぞれの系  

統の噂歓を明辟托し、その性能の向上をほかることとした，、  

基礎系統の概況 と 改良 目標   

仙  臼 レ グ 8 系統  

この系掛よ元中央家畜研究所（東京都下）の系覇で、で7d5津の後代を昭和2d年より当   

場でまとめてB系統とした。昭和52年より相反反覆穀妨脊椎に準じて改良を進め、町…和58   

年全国都道府県施設192中家票中より卵数系統として柵出された系統である。今後の改良目  

標ほ卵敷系統としての性能の維持と、黎一一件の向上を回る。   

（B） 白 レ タ Br 系統  

この系統は昭和40年米国8RENI）ER教場より卵菜系統として輸入し、附利用1年慶よ  

り東日本地区組合せ稗定の卵茶系概として抽出された。  

今後も卵蛋に乳点をおいた舞妓交配を行たい、その準徴を明縮むてするゎ なお、この系統ほ昭   

和41年塵林宰に肺売され閏l崎種畜牧場忙肇弼され、その雑の1部ほ白河特番牧場の42年庭   

組合せ計画の中に組み入れられている。  
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（d  ロ ード p 系統  

この系統は轍後国で斡入したバーメンター系を旧大宮揮蓄牧臥【り読渡を受け、その後閉鎖   

群として改良してきたもので、昭和41年際より東日本地区種合せ検定の畢晶稚としての系統   

である。白レクとの2元、5元、d元維稗に用いる基礎系紗であるので、産卵牲、強健件の向   

上を図りつつ、特に白レグB系紋8r系統などとの組合せ疎抜に上り、補他の縛拝向上を屠る。  

以上5系融のうち、白レク月系統の後代成綴を示せは次のとおりであるっ   

白・レクB系統（55T－7家系）  

（血  祭茶の成立（2d年－52年）．   

昭和24年祝下枇多鮮郡の摩鶴牧査の折、この地区で比較的鱒横をあげている弟の系無は中  

，－・央家会釈死所の廃止前後同所より譲り受けたものが多いようK見受けうれ同所？系掛て？い   

て北多摩郡の主な種約場の系統調査によ？て、2ウ0－1家系ホ特に優れていることがわかづ   

たので、その後代であるT7占5熊（旅）を訝り受け（坂本秤鶏場）、昭和2d年同系の検定  

・帽席鶉き利用して後代を採種した。  

個 租反反照疎抜法に狸じた改良繁瀬をした当時の成楓（さ5年－57年）  

昭和52年から噛り白レグの改良紫蘇計画ほ、相反反啓楔抜育種に準じた方法で進められる   

こと把な．り、白レク皐．8．C．Ⅰ）4系統のそれぞれの相性の良い相対する系統の選定声行なう   

うため、特咋麿定年ヾ繁野卑を明紆町す一ることなく、純系繁殖と、給食せ薄定のための交配と   

を同時にゲテなった・155年、54勾三は主としてA系、C系の称対すろ系統の撰未年行ない、B   

系、♪系は55勾こから57年に行なりた「、  

なお、ドルク4系統の糟況ほ次♂Jとおりであだー〔   

A 

締である¢   

B 系 桁＝基闇系統の桝兄で説明のと才ヾり。   

C 系 統 ミ；宮城県岩谷稗鵜埠（ブ12d占の後代で、席卵の持続性がある中暫中卵の系統  

てテある。   

D 系 簸 ＝ 岬和27．年アメリカ ハリウド農場より輸入した系覇で、薙卵煙け．やゝかけ  

るが、大卵の系統である。  

－り・55申告A準、C系カラ主として繁弼されたが、55年B系の後代を褒す関係て、抑系繁   

瓶らし部行年われ、ニその時忙採取されキのが、ろ5T」7声5よびう5T－1、 

である○（別図参照）5一年もA系、C系が主体の繁階であっちが、後代七残す関係で、  
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55T－7から54で－R7や59T－7さじなどを採取した。こ♂）子煙の成就は、毅1   

黄のとおりで比較的侍れていた。  

闊1表  エ4T－β7の祀妹鞠の能力（う5T・・7の子雌」  

碩  号   産．卵  数   平 均 卵 貫   

5 9 7r7 5 ロ   2 8 2   5」諷1   

／1  75 7   2 7 4   5 ム7   

〝   7 5 8   2 9 占   5 5．2   

2） 55年B系け紳系繁殖托55T－7、55T－1を父群として用い、54年採取した子   

株について、異系琉（D糸）と交酎lてその組合せ鮭力を屈た卜その成績ほ家2乗のとお  

りである。  

第 2 ≠昭和55 年鞠の成約  

平 均  

轢   産卵数  
父   鵡   

母浄羽数  交配方法 鮮  子 
雌  鰍  

さ 5 T■－・7   5   BxB   d   18 占   1．75ロg   259僻  57   

5 5 T－1   5   8〉く B   1d   8   19 5   1．750   2 5 0   5 8   

さ｛T－9P   5   乃×：D   19   7   181   1．d40   2 ノ‡5   占 ロ   

5 4 T－8 7   d・   B）くr   15   11   18 8   1．占20   2d て   5 7   

5 4 で－5   十   8〉く ℃   9   7   192  1，79ロ  24 

4  8×D  d  5   
S4で－－2 ”  u  n  u lヱ． u 125d  

5） 5d年は55年に引き続き、55で－、－7およぴ55T－1■な純系繁軌て†更用し、55年   

採取した。さ5T－▲7の子株Kついて異系読を交酎してその成払を検討したり・その成枚は  

祭5実のとおりである。  
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第 ろ 表  昭 和 58 年 劾 の 戌 緻  

初産   父番号   11【lガ斡  ‖ 1抄月令  初産から 用8日間  

う5T一一・7   4   8×出   19   母鶏  交配方法  子  地  子  俄雪           産卵強度  丁半右   羽教  雄   雌  調香羽教  終了羽叡  日令  体 重  卵．重   簸卵数          17  1＝5   u 篭1・8＝尋55・0  托   ㌣7＆8％  281   
u 】198  u 1 

5るT－1】 4  B〉く出   2 0   9  

・715i58・4  
＋十＋七   255   

55T－92   5   B〉（n   181   1．8【＝〕   571  ス84   271   

19  u 15    ‖  
1C1 58．0  95〔】   271   n                 l                           i55T‾95  】5  「仙叩‾■ Bx（AXq）  12  u 218   1．779       ー‾； 5ト94‡5i8×し、×C）  l    11P   9l192 u   ＝1，。40皇54・5   789  258   

4） 57餌∴ヱま6年に引き続き5d年に採種した55T－7の子雄（別院参照）について異   

系交配をし、その横合せ能力を検討した。その成鰍王第d表のとおりであるっ  

範 4 豪  昭和 57 年熱の成締  

神痺   1「ウf玲  1押角令  初健から 100日間  平可   

控i子爆   子  膵             鯉持桐鱒牒雲  H   終了葦芦安  目令  体 鹿  l卵 垂  産卵強駐  産卵教   

8   O  1．5d7g  7ス1ウも  

－2口  1d   

1，d21   
78．8   2eO  

い1 ーーーー〉－－－∴・・・－【－  P     l52．7g i5ヱ5     27D聖1       180   
「冊■▼‾■‾■‾   d   1  1台5  1．785  i5日・2  71．2   287  

ミ185  1，5d5  57二1   74．7   257  
8   

5）以上5ケ牢の成扱から、55T′－－7且純森野矧′こネiいては葬即位、強硬僅、初落日令な  

ど異母兄弟の55′r－1より傑れている。  

なお、子絆の異系交配の成耗ヰ）、う4年採取した∴～5■r【7の子錐である54T－87  

は他のものより優れた成穐を示し、同じく55年匪15√r・－7より採取したネ雑の成組ま、   

窮5表の5占年酌の成絃が示すとおりであり、56年皮551、－・7より採取した子姪の成  

一・7 e－   



陪も第4表、57年律の成績どおりで比較的どの系統に交配しても、その成綿は」く安定  

した結界が得られた。   

る） 酢和55年から57年に築館した成惹か仁一、白レクÅ．1j．C．D4系統のうちA系の  

うちA系はC弄に、C系iまA茅と曙交配が比較的ヘテロ－シスか表われていたので、A系  

の相対する系耗とし．てC系な校定したっ 一手系の村対する系統としてD系が澱もよい成績と  

はいえないが、どの系統忙交配しても比較的安短していることと、A系、C系を相対する  

系経として預定したため、B系ほ、D系と相対する系絞として橋性の向上を因ろよう育種  

すれは、相当の効果か期待できろものとして、昭和58年より本格的に相反反帯鋏扶育弼  

に入る予定であも。   

（q  相反反百様技法を閉鎖群青穀彗把切り啓えた理虻   

昭和58年頃より進出してきた外国コアーシヤル剋の成鱒の強健件、卵霧など明らかに従来   

の園内泡はり傷軌カ、ることがゎかり、釈束の暫時方法を進めるととの良否紆ユて、笹でも民問でも検   

討されてきたが、改良育程の方掛ま別に誤まヴてい揖サ無恥憤ミ、畔汚かた調教（庁離円）て何々が鍵   

束の改良青緑触う一より、国対よび知遇府県が協力して俊良系照を選定して、その護良系紺てつ咤改   

良帯樗の規拶を拡大して行なうことが、より早くその聖楽が脾得できるい、うことから、58   

年国托おいて都道府県施設の整容滞堺上り併良家案キ神出L、国および地方を通じての綜合育  

種計画が立てられた。  

当場B系統55T－▲7家系も、」二記の成潔から餌良家系の部数系統として納出されたので、  

場の改良膏革もその備にそい銅器品番、飼養系統を粁難し′55Tr7家系の節米規挿せ拡大し、  

開戯評育種ケ〔切り替えた。  

（づ 閉鎖鶏群育将に切り替えてから？後代の成緻  

1）昭和58 年の繁殖成辟  

昭和58年は、上記（8）の計画によりR薫掛ま繁藤年陀該当すろ年であったので、第  

5乗のょうな純系繁殖を春顆に行なったが、58年摩三雄期狂人って、上記（C）のような  

潔由で、59年動からB系統の観倖ま広大を図り、本格的忙閉鎖群青硬とした。  

58年は5ぅで－7軌ゴニ5才烙となり、老効で彦、つたか上記（B）のような成耗である  

ので、その後代を何部でも採稀するために用いた。54T－87は上記（B）の成敬のょ  

うに、姉妹添およびD系統との組合せ碓力かち純系繁殖用シ⊂用いた。そq）成約ほ爵5衆の  

と女；りである。   
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椚軒ほ巳年乾の調査鶏の近交係数は弄；5表のとおり4ムC9、5α95など相当高い近  

交既♂）ものか大部分である。  

蕗卵邦】問の調香は周年無淘太で寒地した。初産から108E間の短期産卵温は74．4％、   

初生日令175・5日、†ロケ月合体寮1．945g卵靂55．1g初産から1ケ年の残存寒は  

8占．7ワもて、残存渦（顔了璃）の平均産卵個数ほ2d乙5ケであった。   

2） 昭和59 年の繁殖成績  

昭和59年は57年、58年匠55T－7家系として採取した姓に、B系統に属する5‘   

年57年58年爵の雌の殆んどを用いて繁殖した。59年ほ8系絞の規塀の拡大を堪り、   

強い近文をさけた閉鎖群としての繁殖陀切り替えた。その成熟ま第d表のとお■りである。   



可  
u  

や毒＋C  

I 

l  

l ！  

1  

（｝  

l＝〉   く⊃  ⊂）  （：】   

C：〉  田   

耶  

lイ）  くヽJ   

uう  

○ヽ  

⊂l  Cト   

†  

1     l Ⅷ     ‡l 巨1ト     l寸  

○、  

堪  

l  （⊃   

l  ■n  

tP  m  ld  l  lづ  

l」つ  1▲）  

、＜〉  

蟹   

l巾  田  ヽ（〉  

塵  Iヾ〉  田  ご  田   
N   ヽ0   l′〉   ヽく〉  l N】Q   四 0ヽ  ⊂l⊃   ⊂）  

1Jヽ l  N）   

lヽ＿   ＜n   、○  

ド   ○ヽ  

＝誕  側    く⊃  1＞、  0、  ⊂－  ○、  ⊂⊃  G   （〉、   吋      †∴ 氾 旧  是  i  ご・」        l    ぐ）    T・－          静 還  国 Cト lNう  川    i    h   ○：  ○、   ○、    ヽ0  椅 l空  ＿聖ヒ 鯉誉   凶 田  Iイ〉 a：） 口    ○、 トー  （Ⅹ〉．▼－ ト事h   l∫）ぐ」 q   、d  ！○・ ヽ○ †ヾ）  lFヽ・ ∝〉       ⊂⊃  ⊂⊃  ⊂）  四  ⊂：）  、く〉 トく ⊂〕     羅 肇       亡）  田  ⊂〉      （＞．    ⊂つ   ⊂⊃  田     笠†r ■－－」」 ト暮車                            l′〉  ヽ0  ヽ（〉  ■P  一 （⊃   ○－  可    箋  璧 悪報       ‖    N    l  寸†十              r巾    t             腰繹        、＜〉    Hつ  lイ）  ヽ才 】  し∩      田   轟 欝       i    巳          Ln   ∵  叶 贈 田         田  四  ロ  四  h    ■∩   0ヽ  l巾  督      ヽ司■  1J  ヽこr  6  ロ  巳    】 ト  L    岨 L‖        『‘の l ト Iつ   、く〉  

導
 
肇
 
畷
 
掛
 
仇
両
 
岸
 
蛋
 
 

催
 
や
 
蕗
 
 
 



本年度の諜Ⅰ和ま奪い近文をさけたi圧劉交配とし、1親堆当り5羽の子轢を採取すること   

に努めた給果、大部分ほ5羽以上の採取ができたが、一部は5羽以下のものもあり、最少   

は2羽計大ほ18羽で、平均け9羽であった。  

育成率は95％で、産卵期間の摂動調査（初産より≠ニ0日間）ほ無陶太で爽施したそ   

の結果は残存率9e・7％産卵率77‘％と5．8年尊よ：りはそれぞれ？・9％、乙2；％すぐ   
れた成績を示Lた。  

体卦算平均4．7占8gで、58年痩より177g少く、18■ケ，月令卵卸ま平均5：5．7g   

で5■8年約より1・4g小さカ†．りた。初産日合は1・98日セ58年約よぅ2抹堰かった。  

周年調寮は飼養羽数の都合で慮麒網査終了酎75羽の45，59咋当るj‘三さ軍につい   

て行なった。その平均産卵数は288ケで卒った。  

5）昭罰140 年？箪弊成崩  

喝恒0年ほ昭和59年の繁嬉と大体甲じょうに軌、近交をさけた繁殖モし、こ本年は59   

年繁如用いた＝拍璃脛で4，0年呑の繁鱒時健在で59年繁殖の子雌の短期成績の優れ   

ているもわ5羽と、59年勉8羽を使用し、掛よ58年－54年憩わ8系に属す卑もの全   

部と、59年鞠の一部を用いた。その成績は葬7窮めとおりである。   
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40年繁雅の帝成率は95％で、59年稀よりは29も優れていた。産卵新聞の成熟ま窮  

7表のとおりで、初発より1P8日間の紫苑は2羽で、残存率9チ・2％とさ9年蒋よりは  

良く、産卵家も8ま5‘姑と59年熱より5．7％鱗れた成菰を示した。   

初産日令も1dホ日令で、59年籍より鰹れ、卵韮も5d．7gと59年動よりは改巻き  

れた。体委は1．792gで59年鶏よりは若干憂いが大差はなかった。   

周年調査は短期調査終了狐2古2即ウ52－79律当る158羽について実施した。そ  

の結果は所有率88▲4％平均産如赦＝257ケで二三9年浄よりItそれぞれ劣る成疑である  

が、謹聴期間ゐ終期の9月2左目台風2d号kより鶏舎一棟が倒壊し、倒磨濁舎の鶏を収  

容するため移動照飼、浸水の訝仕末など無理が菜なり、産卵の急激な低下をきたしたため  

であり、短期成績を前年度の59年難と比較すると、むしろ優れた成績を示しているので、  

適任能力の低下とlま考えられない。   



d） 昭和 4】年の繁殖成紙  

昭無41年は昭利三8年採取した椎で、59年d O年に後代り（iEノ．’比訴査し成籍の俊れ  

ていた、58で－14ロ、58T－－145上り40年に抒潤した痔■だ招いて肇牒畑㌣餌した。  

41年三5月16日、4月20日、5月5riの5回搾る8d羽の餌付な行たい、その背紋   

成嬢は窮8蒙のとおりで、150日含までの育成賓は9乙C％であゃたが、穀が示すとお  

り附帯症状を表わすものほ、控で‘羽、雌で1d三河あり、解漕！の結果、全匪仲澤型淋巴阿   

症とは診断できなかったが、疑わしいものがかなりあったので、附帯症状を案⇒二、Lた謡の   

全姉妹浄は秤開から除外して応用払下とし、雄の候神は刑責宕症状も1羽ても襲わした家系   

は除外し、1羽も脚東症状を襲わきなかった4D T一占、48T－Slから採種した。堆   

は脾弱症状を舞わした将の全姉妹親を御大 用としたので、150日令まで育成した酢姉   

407羽中551羽を抽出して産卵試験忙供した。  

薙卵期間の網沓は現在築地中であるか、その館邸の・成組ま窮9表のとおりである（  

－8 7－   



第 8 表  昭 和 41 年   

5月1d日、4月20日、5月5日 餌 付  

㌧灘  
父 番 号   

4 0 つ1一・5   15  19  
餌付  膵弱  痛風  闘争  熊死 とう太  落番 その他  残羽赦≡餌付  1   脚弱  痛風                  2   

17  4 5  4  

4 日丁一4   1 3 18 1 -- -- 2■   14  5 9  5   

4 0 T－5   8  d  1＝．  4  2 2  1  

4（】T・－d   8  4 0  5   

4ロT－10  9  2 8  2  

4 t）T－2 d   9  2 2  2  

4 DT－2 7   1d  5 2  2   

4 0 ℡－2 8   1d  2 4  ー 5  5 4  4 5  
4 0T－2 9   9  11  0  2 d  

4 0 T－51   
l  8  d 5  ．一層1  

！ 
よ  l                                  口 】  5  ー十－－－ 57三5‘ L     乱  計10∃可！107羽  

註）1．脚弱ほ全部神経顆淋巴膀症とほ判定できなかったが脱弱症状を表し  

2．兄弟絹も場候補樵稀報および抽出家系交換割から除き応用とした。  

ー8 β－   



白 レ ク 8 系 統 家 系 別 育 成 成 横   

150日令まで  

T－‾■仙■‾】－ 

子汁  
l育成奉帯革   

警う雲警の悪1残羽教  

9   5 0   9 2．2  

‾  
鮒脚弱痛風附          聞争  策死 とう太  落番 その他  残羽教      7  5 5  占 4  4  ロ   

2   5 5   5 7   4  4   2   4 7   8 ム0  

÷21  2 0   2  2 5   8 鼠5  

4 4   －8 5  5   4   7 8   9 d．5  

5 7   d 2   5  4   4   51   8 8．7  

■1   5 d   95．8  5 7   

7 4  dD 111   5 い  ロ  1．                        4 n   5   99   919  

19   88   

1d  ！d9  事 ！111  l2  口  t－Ll・  「2ロ1     4 8  

・8…写り4D7    量dむ占 I  22ま‾‡1■  2  口                         2                                              】                        9 ふ4    2  口  2 く5  27巨1     ‾い     2 占  9 d．さ         ‖ ー■‖‾‾「仙十‾‾「    ・－－－！            巨＝ i  Rl－≡1－1…5      占  7 り  9 5．8  
た姉妹瀞は楊候補稚割から除外したっ  

ー・・9 9－   
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産卵成績は現在調査中であるが、短期成鰍ま残存率98．9％、産卵率7Zl％、初産日  

令172日、1ロケ月合体重1．885gi†0ケ月令卵是54．8gと59年劾とd O勾三潟  

の短期成絃のほは中間の成紐で、得た向上した成統は得られていないか、調査簸（稚鶴）  

疑叛にあたっては、弟1に育成中多少とも神経型淋巴脛綻の発生が↑）つたもの、射蛛矧．  

兄弟療を徹底的忙除去する方針をたて、産卵能力は昇宰托して旗放した関係もあると思わ  

れる。   

4  要約   

蚊上、白レク8系統55T－7家系についてその家系の成立、相反反覆蹟扱育穏当時の成横の  

軟質、．閉鎖鶏群育種忙切り替えた経過と、その後の後代の繁柵況と成節班ついて述べたが、閉   

鎖群青穫に切り替えてからの綜合成紙は架1ロ表のとおりである。  

第10表  閉鎖群青稚把切替えてからの綜合成緩  

籍  期  成  紗  
壷庭：  育歳藩   父羽数   母羽数  

ll，2   

10ケ月令  

・蒜蒜首ゝ・一議議 耶  

開始羽激   l終了珊   終了；薮   産卵牽  初 産 日令  5 8     2   11  4 5   4 4   9 78％   74．4％  175    9 5   11   4 8  5 8 0   う 7 5   9 8．7   7・7ろ   198  4 D  9！i   1†    5d n  2d4墓2d2     9 9 2   85・さ   1d8  41  ●          ■      ●       】 l551i547      98．9    ，‥   体 雲   卜；ごケ纏歯㌫芸了  周 年  1，945g 1，7る8．   5 5．1g   10D％    4 4   59 ‖ 1dD  
1．792  5d▲7  

lOl  実施中  122  
2 5 7   

n 筆   

証） 40年周年成紆の低いのは、台風2d号により鶏舎伊腱による報等の関係で  

ある。  

ー91－・   



育成路上り薙邦訳賽をする羽数の選定は、収容鱒魯の都合、予算関係などで一定していない。  

飾期成登沌漕明捌那糾動転淘太としてその偉能を調査し、し短購錠前終了後は二審瑚概塵びなの払下  

剤令収軍功勲嗜、予懲二関係などて牒年調査をする羽数はこ堰Lていないので、成経の比較は短期   

成結が友当と思われるり   

8系拾55で－7家系の過去4ケ年の成績をみろと、短期（・初産かち9b～100日）の残存  

寒は9β％～99％と高く安定している．と思われる。産卵率は小口年度85．5％と非常に高い年  

もあるが、大体75～77％がづ57－ア家系の療ヂド性能と思われるっ  

初生日令ほぅ9年198日と長いものもあるが、およそ170日前後が勅使日令であるよう推  

定される。体嚢、卵蛮の変動の巾が多少大きいのは、家系別採取羽教が一一定でないこともあり、  

体重は1．8ロO g前後卵屋は55g盲毒す後の性能と推定きれる合’   

8系統55T－7家系の今後の改良把ついてはし2■）の改良目標でも述べたよう把、卵数系統  

としての性能の船荷と牢一便の向上を阿りたい。   


